
１ 本年度の南会津支会

今年度の南会津郡小中学校長協議会は，小中学校長あわせて２０名で運営されていま

す。そのうち，南会津郡小学校長会員は，１３名（檜枝岐小学校長は，中学校籍）です。

県内各地出身の，校長としては若手の先生方を会員として構成されています。

地元出身者は少なくとも，優秀な校長先生ばかりですので，一人一人が地域に溶け込

み，地域のよさを知り，地域一の宣伝マン・広報マンとして，子ども達ばかりでなく地

域への発信にも取り組んでいます。

今年度は，協議会の中に「ワールドカフェ」方式を取り入れて，日頃の疑問や現在進

行中の課題について話し合える場を設定し，研修を進めてきました。

共に成長することのできる校長集団として，今後も研修を進めていきたいと考えてい

ます。

南会津郡小校長会長

大塚 聖子

２ 本年度の取り組み

(1) 主な年間活動

月 日 曜日 内 容 場 所

４月 ４日 火 第１回郡小中学校長協議会並びに生徒指導特別協議会 あたご館

４月２３日 月 第２回 同上 御蔵入交流館

６月２２日 金 第３回 同上 御蔵入交流館

８月２０日 月 第４回 同上 ，退職・現職校長合同研修会 丸山館

１０月 １日 月 郡小中学校長会役員と教育事務所との教育懇談会 教育事務所

１１月 ６日 火 第５回郡小中学校長協議会並びに生徒指導特別協議会 御蔵入交流館

１月２５日 金 第６回 同上 御蔵入交流館

３月 ８日 金 郡小中学校長会会計監査 田島小学校

(2) 研究活動の充実

本支会の第１０分科会「連携・接続」は，平成３１年度に東北連小秋田大会，県いわ

き大会の発表に当たっていることから，本年度は，南会津支会大会を準備会と位置づけ，

研究を進めてきました。また，希望支会して，第８分科会「危機対応」では，防災教育

や自然災害への対応と校長のあり方について，研究を進めました。

(3) 各専門部会，各種教育関係団体の活動の充実

本支会では，専門部会として「行財政部，研究部，生徒指導部，広報部」の４つの部

会を設けて県の活動と連携を図りながら推進してきました。

また，小教研や特別支援教育研究会，実務研修会等の各種教育関係団体の活動も積極

的に推進してきました。

(4) 小・中合同研修会

今年度は，特別支援教育について講演を開催し，理解を深めました。また，退職・現

職校長会の合同研修会も実施し，親睦を深めました。小学校長会単独では，外国語教育

についての研修を深めることができました。

(5) 教育事務所との教育懇談会の実施

南会津の教育課題である，特別支援教育の充実や複式学級，へき地派遣教員の配置等，

学校現場と教育行政の立場から懇談会を実施し，意見を交換しました。

 



３ 地区並びに会員紹介

東部地区紹介 西部地区紹介

南会津支会東部地区は，会津鉄道や 南会津支会西部地区は，域内でも特

国道１２１号など比較的交通網が整備 に雪が多く国内有数の豪雪地帯です。

されており，南会津の中でも周辺の市 そのような中でも，南会津町西部地区

へのアクセスがしやすい地域です。ま ３校，檜枝岐村１校，只見町３校の合

た，下郷町の３校と南会津町東部地区 わせて７名の校長先生方が，仲良く力

の４校を合わせた７校の校長先生方で を合わせ，温かい雰囲気の中，事業等

組織され運営をしています。 を推進しています。

本地区は，校長会の研究で第８分科 平成３１年度の「県研究協議会いわ

会の視点２「異校種・地域・関係機関 き大会」第１０分科会（連携・接続）

と連携・協働した自然災害への対応の での発表を西部地区が担当することか

推進」を担当しています。この取組は， ら，昨年度から，県小学校長会研究部

家庭・地域・関係機関と連携を図り， や各分科会担当幹事の指導助言を受け

意図的・計画的に行う必要がありま ながら研究を推進してきました。８月

す。さらに，次世代の地域防災を担う ２０日には県小学校長会研究協議会南

子供たちが，自らの安全を守る「自 会津支会大会を開催し，研究課題「地

助」，互いに助け合う「共助」の考え 域と共に生きる学校づくりのための連

を理解して行動できるようにしていく 携・接続と校長の在り方」の視点２「異

ことも大切です。私たちは，校長とし 校種間の成長の連続性を重視した取組

ての果たすべき役割や指導性について の推進」について会員に成果を発表し

これからも研究を深めていきます。 ました。

平成３０年度 南会津郡小中学校長協議会


